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□□□□ 

事務事業の概要  

 

１ 概況 

(1) 学校の沿革 

  令和５年４月１日 開校 

           ・磐田本校は、磐田市「天平のまち」施設内に設置。 

           ・三島教室は、三島長陵高等学校内に設置。 

  令和５年４月７日 磐田本校にて開校式を挙行。 

  令和６年４月１日 静岡県財務規則の改正によりかいとなる。 
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(2) 組織図 

校務分掌表 
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２ 目指す学校像 

学校教育目標：「学ぶ喜び」の実感    

(1) 学校教育目標設定の理由 

ふじのくに中学校に入学する生徒は、様々な理由により義務教育段階の学びを 

十分に受けることができなかった人たちである。一人ひとりの生徒が様々な背景 

を抱えながらも、「学びたい、学び直したい」という思いを持ち、本人の中で大 

きな決断をして「入学」という一歩を踏み出している。 

そのような生徒が、学校生活を通して「学ぶ喜び」を実感し、「ふじのくに中 

学校で学んでよかった」と感じることができれば、自分の夢や目標の実現に向け 

て、更なる一歩を自ら踏み出していくであろう。 

生徒の「学びたい、学び直したい」という思いや、生徒が自ら踏み出した「入 

学」という大きな一歩を全力で支えるために、「学ぶ喜び」の実感を学校教育目 

標とした。 

(2) ふじのくに中学校で目指す「学ぶ喜び」の具体像 

   ふじのくに中学校で目指す「学ぶ喜び」の具体像は次のとおりである。 

ア 自分の目標に向かって学ぶ喜び 

イ 各教科等における「主体的・対話的で深い学び」による学習をとおして、必 

要な資質・能力を身に付ける喜び 

ウ 他の生徒と協力しながら自らの学校生活を充実させる喜び 

エ 地域の人・もの・こととの交流を通して、自らの人間関係を広げる喜び 

(3) 目指す生徒像 

  ア 自分の夢や目標達成のために、新たな挑戦や継続した努力のできる生徒 

  イ 相手の状況や気持ちを把握することに努め、他者に対して優しさや思いやり 

を持つことができる生徒 

  ウ 学校への愛着を持ち、よりよい学校にするために、自ら考え、行動する生徒 

(4) 目指す教師像 

  ア 各教科等の授業を通して「学ぶ喜び」を実感させることができる教師 

  イ 一人ひとりの生徒を様々な角度や視点から捉え、認め、伸ばす教師 

  ウ 生徒が自分の夢や目標の実現に向けて自ら考え、行動することができるよう 

に支援する教師 

 

３ 監査対象期間の年度別学校経営の取組等 

（１）令和６年度の取組目標への評価及び成果と課題 

   ＜磐田本校＞ 

 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

多 様 な 生 徒

の ニ ー ズ に

応 え る 学 習

指 導 体 制 を

〇「授業が楽し

い」と答える

生徒（80％） 

〇「授業の内容

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

Ａ 

３項目におい て高評

価であった。 

 年度当初は、生徒

の実態や希望 に沿っ
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整 え 、 一 人

一 人 に あ っ

た 学 び を 提

供する。 

が よ く わ か

る」と答える

生徒（80％） 

〇「自分に合っ

た授業を選択

して学習でき

ている」と答

え る 生 徒

（80％） 

答の割合は 

〇 100％ 

〇 100％ 

〇92.9％ 

て授業コース を変更

する教育課程 ではな

かったが、年 度途中

よりその変更 を教育

課程に位置付 けるこ

ととし、次年 度も継

続する予定である。 

イ 

他 者 に 対 す

る 優 し さ や

思 い や り を

大 切 に す る

心 を 養 い 、

良 好 な 人 間

関 係 を 構 築

す る た め の

コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 力

を 育 成 す

る。 

〇「元気なあい

さ つ が で き

る」と答える

生徒（80％） 

〇「級友や先生

と話すことは

楽しい」と答

え る 生 徒

（80％） 

〇「人の役に立

つ人間になり

たいと思う」

と答える生徒

（80％） 

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

答の割合は 

〇92.9％ 

〇 100％ 

〇 100％ 
Ａ 

３項目におい て高評

価であった。 

 学活や道徳等にお

ける人間関係 づくり

にアプローチ したこ

とや、生徒同 士の関

わりを増やす 取り組

みを教育課程 全体に

おいて配置し てきた

ことが結果に あらわ

れていると考 えられ

る。次年度も 継続し

た取り組みを 適切に

配したい。 

ウ 

自 律 し た 生

徒 の 育 成 を

目 指 す と と

も に 、 よ り

よ い 進 路 実

現 に 向 け た

キ ャ リ ア 教

育 や 支 援 体

制 を 構 築 す

る。 

〇「夢や目標が

ある」と答え

る 生 徒

（80％） 

〇「決めたこと

は難しいこと

でも挑戦して

いる」と答え

る 生 徒

（80％） 

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

答の割合は 

〇85.7％ 

〇92.9％ 

 

Ａ 

２項目におい て高評

価であった。 

 キャリア教育の視

点から将来を 見通し

た教育活動の 推進が

結果にあらわ れてい

ると考えられ る。次

年度も継続し た取り

組みを教育課 程にお

い て 適 切 に 配 し た

い。 

エ 

生 徒 一 人 一

人 の 良 さ を

認 め 、 生 徒

一 人 一 人 に

寄 り 添 っ た

〇「よいところ

がある」と答

え る 生 徒

（80％） 

〇「応援してく

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

答の割合は 

Ａ 

３項目におい て高評

価であった。 

 自己肯定感の向上

を掲げ、生徒 一人一

人の良さを認 める活
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教 育 相 談 体

制 の 充 実 を

図る。 

れ る 人 が い

る」と答える

生徒（80％） 

〇「相談する人

がいる」と答

え る 生 徒

（80％） 

〇92.9％ 

〇 100％ 

〇92.9％ 

 

動を随所に取 り入れ

るだけでなく 、 SCや

SSWを含めた全教員に

よる相談体制 を、次

年度も継続したい。 

オ 

校 内 の 危 機

管 理 体 制 を

整 備 す る と

と も に 、 危

機 管 理 意 識

を 向 上 さ せ

る。 

〇 「 学 校 で 安

心・安全に過

ごすことがで

きる」と答え

る 生 徒

（80％） 

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

答の割合は 

〇 100％ 

Ａ 

高評価であった。 

 危機管理マニュア

ル等の定期的 な見直

しだけでなく 、複数

回の避難訓練 等の活

動を通して培 うこと

ができた。 

カ 

地 域 住 民 、

保 護 者 と の

連 携 を 推 進

し 、 信 頼 さ

れ る 学 校 づ

く り を 行

う。 

〇「地域の行事

や活動に参加

したい」と答

え る 生 徒

（60％） 

 

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

答の割合は 

〇71.4％ 

Ａ 

高評価であった。 

 保護者との定期的

な連絡や面談 を実施

するだけでな く、地

域や支援団体 とのつ

ながりを継続 的に増

やしていきたい。 

キ 

研 修 を 通 じ

て 教 職 員 の

資 質 向 上 を

図 る と と も

に 、 教 職 員

の 働 き 方 改

革 を 推 進 す

る。 

〇「生徒が学ぶ

喜びを実感で

きるように授

業づくりを工

夫した」と答

え る 教 員

（80％） 

〇「心身の健康

増進に努める

こ と が で き

た」と答える

教 職 員

（80％） 

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

答の割合は 

〇 100％ 

〇83.3％ Ａ 

２項目におい て高評

価であった。 

 授業に焦点を当て

た校内研修を 定期的

に行い、また 業務の

精選や次年度 への引

継ぎを見据え た体制

作りを全職員 で行っ

ている。 

ク 

本 校 の 存 在

や 特 色 あ る

教 育 活 動 を

広 く 周 知

し 、 入 学 希

〇「安心して入

学できた」と

答える入学者

（80％） 

 

学 校 評 価 に お

け る 左 記 項 目

に お け る 生 徒

の 肯 定 的 な 回

答の割合は 

Ａ 

高評価であった。 

 「支 援や配 慮 は入

学前の 方が大 切 であ

る 」 を ス ロ ー ガ ン

に、入 学希望 者 が安
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望 者 の 入 学

ま で の 支 援

体 制 の 充 実

を図る。 

〇91.7％ 心して ４月か ら の教

育活動 に参加 で きる

よう、 見学や 体 験、

説明会 、個別 面 談等

を計画的に行った。 

＜三島教室＞ 

 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

多 様 な 生 徒

に 対 す る 学

習 指 導 体 制

を 整 え 、 基

礎 学 力 の 向

上を図る。 

〇「自分の選ん

だコースの授

業は自分に合

っていた」、

「授業の内容

はよくわかっ

た」、「授業

中にいろいろ

な先生がいて

くれてよかっ

たと思うこと

が多い」と答

える生徒 90％

以上 

〇 い ず れ も 肯

定 回 答

100 ％ 。 う

ち 、 最 上 位

回 答 は 「 自

分 の 選 ん だ

コ ー ス の 授

業 は 自 分 に

合 っ て い

た 」 46％ 、

「 授 業 の 内

容 は よ く わ

か っ た 」

64％ 、 「 授

業 中 に い ろ

い ろ な 先 生

が い て く れ

て よ か っ た

と 思 う こ と

が 多 い 」

64％ 

Ａ 

生徒の力に合わせた

カリキュラムが成果を

挙げていると考える。

次年度より３学年が初

めてそろった学校運営

となる。生徒の実態と

ニーズに合わせた教育

の提供についてアップ

デートしていく必要が

ある。 

イ 

他 者 を い た

わ り 、 人 間

関 係 を 大 事

に す る 心 を

養 い 、 問 題

行 動 の 未 然

防 止 を 図

る。 

〇「仲間の気持

ちを考えて思

いやりをもっ

て関われた」 

〇「みんなで居

心地のよいク

ラスづくりを

している」 

と答える生 徒

90％以上 

〇 「 仲 間 の 気

持 ち を 考 え

て 思 い や り

を も っ て 関

わ れ た 」

91％ 

〇 「 み ん な で

居 心 地 の よ

い ク ラ ス づ

く り を し て

い る 」

100 ％ 。 う

ち 、 最 上 位

回答72.7％ 

Ｂ 

生活環境における悩

みや学校内外での人間

関係の行き違いからト

ラブルになり指導を行

ったこともあったが、

相手を思いやる気持ち

を再確認する機会とも

なった。より多様化す

る生徒の実態に合わせ

より良い学校の雰囲気

づくりをしていく。 
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ウ 

生 徒 一 人 ひ

と り に 寄 り

添 い 、 よ り

よ い 進 路 を

見 つ け 、 そ

の 実 現 を 図

る。 

〇「ふじのくに

タイムや面談

を き っ か け

に、自分の将

来について考

えるようにな

った」と答え

る生徒90％以

上 

〇三島長陵高校

の授業見学を

実施 

〇 い ず れ も 肯

定 回 答

100 ％ 。 う

ち 、 最 上 位

回 答 は 「 自

分 の 夢 や 目

標 に 向 か っ

て 挑 戦 や 努

力 が で き

た 」 73％ 、

「 ふ じ の く

に タ イ ム や

面 談 を き っ

か け に 、 自

分 の 将 来 に

つ い て 考 え

る よ う に な

った」55％ 

〇長陵高校Ⅱ･

Ⅲ 部 の 授 業

見 学 を ９ 月

に実施 

Ａ 

進学を希望する生徒

は、長陵高校の見学を

きっかけに自分の進路

について具体的に思い

描くことができた様子

だった。不登校傾向の

生徒への支援をはじめ

とする、キャリア教育

の充実を図っていく。 

エ 

自 己 健 康 管

理 が で き る

生 徒 を 育 成

す る と と も

に 、 教 育 相

談 体 制 の 充

実を図る。 

〇「病気やけが

に気をつけて

いる」「先生

は相談にのっ

てくれる」と

答 え る 生 徒

90％以上 

〇年間に２回の

保健相談を実

施 

〇健康講座を実

施 

〇 「 病 気 や け

が に 気 を つ

け て い る 」

91％ 

〇 「 先 生 は 相

談 に の っ て

く れ る 」

100％、うち

最 上 位 回 答

64％ 

〇 ４ ･ ５ ･ ７ ･

10 ･ 12 ･２ 月

に 二 者 ま た

は 三 者 面 談

及び５･12月

に 保 健 相 談

を実施 

Ｂ 

養護教諭による健康

講座や健康相談、複数

担任制による面談や日

ごろからの細やかな声

掛けで、生徒は安心感

をもって生活をするこ

とができた様子であっ

た。体調不良や就業に

よる疲労を訴える生徒

は継続して見られるの

で、丁寧な支援を継続

する。 

7



  

〇 10月 に 健 康

講 座 、 11 月

に 薬 学 講 座

を実施 

オ 

校 内 の 危 機

管 理 体 制 を

整 備 す る と

と も に 、 危

機 管 理 意 識

を 向 上 さ せ

る。 

〇「防災訓練に

真 剣 に 取 り 組

ん だ 」 と 答 え

る 生 徒 90％ 以

上 

〇年間に２回の

防災訓練と１

回の防犯訓練

を実施 

〇 「 防 災 訓 練

に 真 剣 に 取

り 組 ん だ 」

100％、うち

最 上 位 回 答

64％ 

〇 ４ 月 に 火

災 、 ９ 月 に

地 震 を 想 定

し た 防 災 訓

練 及 び １ 月

に 防 犯 訓 練

を実施 

Ａ 

防災訓練・防犯訓練

を計画・実施した。昨

年 度 の 生 徒 の 実 態 か

ら、今年度は外部講師

を招くことはしていな

い。イメージを明確に

しながら訓練ができる

よう、次年度は外部講

師の招聘も視野に入れ

つつ計画したい。 

カ 

地 域 、 保 護

者 と の 連 携

を 推 進 し 、

信 頼 さ れ る

学 校 づ く り

を行う。 

〇「先生は家族

や 地 域 の 方 に

丁 寧 に 対 応 し

て い る 」 、

「 ホ ー ム ペ ー

ジ は 学 校 生 活

の 様 子 が わ か

り や す い 」 と

答 え る 生 徒

90％以上 

〇１か月あたり

複数回のホー

ムページ更新 

〇 い ず れ も 肯

定 回 答

100 ％ 。 う

ち 、 最 上 位

回 答 は 「 ホ

ー ム ペ ー ジ

は 学 校 生 活

の 様 子 が わ

か り や す

い 」 73％ 、

「 先 生 は 家

族 や 地 域 の

方 に 丁 寧 に

対 応 し て い

る」64％ 

〇 各 教 職 員 が

月 に １ 回 ず

つ ホ ー ム ペ

ー ジ を 更 新

し 、 １ か 月

あ た り 平 均

５ 回 の 更 新

Ａ 

保護者を交えた三者

面談の実施や、ホーム

ページを活用した広報

活動に取り組んだ。次

年度よりコミュニティ

スクールも始動予定で

ある。関係各所のハブ

としての運営も推進し

ていく。 

8



  

を行った。 

キ 

研 修 を 通 じ

て 教 職 員 の

資 質 向 上 を

図 る と と も

に 、 教 職 員

の 働 き 方 改

革 を 推 進 す

る。 

〇月１回の校内

研 修 と 生 徒 を

語 る 会 、 全 本

務 職 員 で 県 外

視 察 を 実 施 。

ま た 非 常 勤 職

員 を 含 め た 研

修を実施 

〇21:00にPCの電

源を切り、生

徒の様子を共

有する。21:15

には全員で退

庁 

〇 定 例 の 校 内

研 修 と 生 徒

を 語 る 会 を

実 施 。 11 月

に 相 模 原 市

立 大 野 南 中

学 校 分 校 を

本 務 職 員 全

員 で 視 察 。

８月･12月に

非 常 勤 職 員

を 含 め た 教

科 指 導 ・ 生

徒 理 解 研 修

を実施 

〇21:15には全

職 員 そ ろ っ

て ほ ぼ 毎 日

退 庁 で き

た。 

Ｂ 

校内での研修活動に

ついては様々なテーマ

で実施ができていると

考える。一方で、非常

勤職員の多さからより

丁寧な情報共有、指導

方法の検討が求められ

る。次年度は、特に年

度当初の生徒理解研修

や授業観の共有に力を

入れる。 

（２）令和７年度の取組目標・達成方法・成果目標 

 ＜磐田本校＞ 

 取組目標 達成方法 成果目標 担当部署 

ア 

多様な生徒の

ニーズに応え

る学習指導体

制を整え、一

人一人にあっ

た学びを提供

する。 

〇生徒一人一人の

ニー ズ や 学習 歴

を把 握 し た上 で

授業を行う。 

〇生徒一人一人に

合っ た 学 習コ ー

スや 学 習 支援 を

行う 体 制 を整 え

る。 

〇 生 徒 の 「 で き

た・ わ か った 」

を大 切 に した 授

業改善を行う。 

〇 「 授 業 が 楽 し

い 」 と 答 え る

生徒（80％） 

〇 「 自 分 に 合 っ

た 授 業 を 選 択

し て 学 習 で き

て い る 」 と 答

え る 生 徒

（80％） 

〇 「 学 び を 通 し

て 成 長 し て い

る 」 と 答 え る

生徒（80％） 

研修課 

イ 
他者に対する

優しさや思い

〇人間関係づくり

プロ グ ラ ムを 活

〇 全 学 級 で 、 新

人 間 関 係 づ く
生徒指導課 
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やりを大切に

す る 心 を 養

い、良好な人

間関係を構築

するためのコ

ミュニケーシ

ョン力を育成

する。 

用し た 教 育実 践

を行う。 

〇生徒が主体とな

って 活 動 や行 事

を 企 画 ・ 運 営

し、 生 徒 同士 の

交流を図る。 

 

り プ ロ グ ラ ム

を 活 用 し た 授

業 を 学 期 に １

回 以 上 実 施 す

る。 

〇 「 他 の 人 に 対

し て 、 や さ し

さ や 思 い や り

を も つ こ と が

で き る よ う に

な っ た 」 と 答

え る 生 徒

（80％） 

ウ 

自律した生徒

の育成を目指

すとともに、

よりよい進路

実現に向けた

支援体制を構

築する。 

〇年間を通した適

切な キ ャ リア 教

育計 画 を 立案 す

る。 

〇職場体験学習、

職業 講 話 等を 実

施する。 

〇進路講座を複数

回実施する。 

〇高校見学を実施

する。 

〇 「 夢 や 目 標 が

あ る 」 と 答 え

る 生 徒

（80％） 

〇 「 な り た い 自

分 を み つ け る

こ と が で き

た 」 と 答 え る

生徒（80％） 

進路指導課 

エ 

生徒一人一人

の 良 さ を 認

め、生徒一人

一人に寄り添

った教育相談

体制の充実を

図る。 

〇教育相談の機会

を学 期 に １回 以

上実施する。 

〇スクールカウン

セラ ー 、 ソー シ

ャル ワ ー カー を

活用する。 

〇 「 よ い と こ ろ

が あ る 」 と 答

え る 生 徒

（80％） 

〇 「 応 援 し て く

れ る 人 が い

る 」 と 答 え る

生徒（80％） 

〇 「 相 談 す る 人

が い る 」 と 答

え る 生 徒

（80％） 

生徒指導課 

オ 

校内の危機管

理体制を整備

す る と と も

〇避難訓練を年３

回行 う （ 地震 、

火災、防犯）。 

〇 「 学 校 で 安

心 ・ 安 全 に 過

ご す こ と が で

総務課 
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に、危機管理

意識を向上さ

せる。 

〇各種マニュアル

を更 新 し 、教 職

員の 動 き を明 確

にする。 

き る 」 と 答 え

る 生 徒

（80％） 

カ 

地域住民、保

護者との連携

を推進し、信

頼される学校

づ く り を 行

う。 

〇地域のボランテ

ィア 等 に 参加 す

る。 

〇三者面談の機会

を年３回持つ。 

〇学校の様子を HP

や SNS 等 で 伝 え

る。 

〇 「 地 域 の 行 事

や 活 動 に 参 加

し た い 」 と 答

え る 生 徒

（60％） 

 

生徒指導課 

キ 

研修を通じて

教職員の資質

向上を図ると

ともに、教職

員の働き方改

革 を 推 進 す

る。 

〇校内研修で日本

語指 導 の 研修 を

行う。 

〇教諭は年間で一

人一 回 は 研究 授

業を行う。 

〇 「 生 徒 が 学 ぶ

喜 び を 実 感 で

き る よ う に 授

業 づ く り を 工

夫 し た 」 と 答

え る 教 員

（80％） 

〇 「 心 身 の 健 康

増 進 に 努 め る

こ と が で き

た 」 と 答 え る

教 職 員

（80％） 

研修課 

＜三島教室＞ 

 取組目標 達成方法 成果目標 担当部署 

ア 

多様な生徒に

対する学習指

導 体 制 を 整

え、基礎学力

の 向 上 を 図

る。 

 

〇生徒個々の学習

歴や 日 本 語力 に

配慮 し 、 生徒 が

自分 で コ ース 選

択す る こ とが で

きる カ リ キュ ラ

ムを編成する。 

〇やさしい日本語

を意 識 し 、 「 学

ぶ喜 び 」 を実 感

でき る 教 科の 本

質に 触 れ る授 業

〇「自分の選ん

だコースの授

業は自分に合

っ て い た 」

「授業の内容

はよくわかっ

た」「授業中

にいろいろな

先生がいてく

れてよかった

と思うことが

多い」と答え

教務課 

研修課 
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づくりを行う。 る生徒 90％以

上 

イ 

他者をいたわ

り、人間関係

を大事にする

心を養い、問

題行動の未然

防止を図る。 

〇生徒同士の人間

関係 を 広 げ地 域

や日 本 の 文化 に

触れ る 機 会と し

ての 教 場 別遠 足

を ２ 回 計 画 す

る。 

〇人間関係プログ

ラム や 特 別な 教

科道 徳 の 授業 を

通し て 、 思い や

りの 心 や 人と 関

わる 良 好 な態 度

を養う。 

〇「仲間の気持

ちを考えて思

いやりをもっ

て関われた」

「みんなで居

心地のよいク

ラスづくりを

している」と

答 え る 生 徒

90％以上 

生徒指導課 

ウ 

生徒一人ひと 

り に 寄 り 添

い、よりよい

進 路 を 見 つ

け、その実現

を図る。 

〇年間に６ ～  ７ 

回 の 面 談 を 実

施。 

〇ふじのくにタイ

ムを 使 っ たキ ャ

リ ア 教 育 を 実

施。 

〇長陵高校の授業

参観を実施 

〇「ふじのくに

タイムや面談

を き っ か け

に、自分の将

来について考

えるようにな

った」と答え

る生徒 90％以

上 

〇長陵高校の授

業見学を実施 

進路指導課 

エ 

自己健康管理

ができる生徒

を育成すると

ともに、教育

相談体制の充

実を図る。 

  

〇始めの会での健

康観 察 調 べを 毎

日実施する。    

〇年間に２回の保

健相談を実施 

〇健康講座を実施

する。 

〇「病気やけが

に気をつけて

いる」「先生

は相談にのっ

てくれる」と

答 え る 生 徒

90％以上 

保健課 
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オ 

校内の危機管

理体制を整備

す る と と も

に、危機管理

意識を向上さ

せる。 

 

〇年間２回の防災

訓練 （ 地 震・ 火

災 ） を 実 施 す

る。 

〇外部講師を招聘

し、 防 犯 訓練 を

実施する。 

〇「防災訓練に

真剣に取り組

んだ」と答え

る生徒 90％以

上 

 

総務課 

カ 

地域、保護者

との連携を推

進し、信頼さ

れる学校づく

りを行う。 

 

〇１か月あたり複

数回 の ホ ーム ペ

ージ更新。 

〇さくら連絡網を

双方 向 の 連絡 ツ

ール と し て活 用

し、 生 徒 や保 護

者と の 連 携を 図

る。 

〇「先生は家族

や地域の方に

丁寧に対応し

ている」「ホ

ームページは

学校生活の様

子がわかりや

すい」と答え

る生徒 90％以

上 

図書課 

キ 

研修を通じて

教職員の資質

向上を図ると

ともに、教職

員の働き方改

革 を 推 進 す

る。 

〇月１回の校内研

修と 生 徒 を語 る

会、 全 本 務職 員

で県 外 視 察を 実

施。 ま た 非常 勤

職員 を 含 めた 研

修を実施。 

〇21:00にPCの電源

を切 り 、 生徒 の

様 子 を 共 有 す

る。21:15には全

員で退庁 

〇「実際に意義

のある研修だ

った」と答え

る職員90％ 

〇 21:15 の 定 時

退庁100％ 
研修課 

 

４ 監査対象期間における特色ある取組 

  ＜磐田本校＞ 

年度 取組概要 成果及び課題 

令和６年度 〇生徒の実態（日本語能

力、学習歴）を踏まえ

た学習コース設定と授

業改善 

〇体験的な活動や生徒主

体の行事の企画・運営 

今年度は生徒の出席率が低いことが大

きな課題であった。その解決策として生

徒の実態に応じた学びを提供すること、

学校生活を楽しいものにすることの２点

を掲げ、教育課程を編成した。 

１点目の方策は学習コースの設定と授
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業改善である。生徒の実態を踏まえて、

日本語の習得差に応じたコース、数学の

習熟度に合わせたコースを設け、個別最

適な学習を目指した授業改善によって、

「授業が楽しい」「授業の内容がよくわ

かる」「本校の学びを通して成長してい

る」と答えた生徒の割合が高まった（成

果）。３学年がそろう来年度は今年度と

同様のコース設定は難しいため、新たな

仕 組 み づ く り が 必 要 と な っ て い る （ 課

題）。 

 ２点目の方策は、体験的な活動や生徒

主体の行事の企画・運営である。５月の

運動会を皮切りに、ものづくり体験、職

業体験、文化芸術鑑賞、薬学講座、学習

発表会などの体験的な活動を行った。ま

た、生徒主体でハロウィンやクリスマス

会などの行事を行った。これらの活動を

通して、「学校に行くのが楽しい」「本

校の学びを通して成長している」と答え

た生徒の割合が高まった（成果）。 

 来年度は、本校初の卒業生を輩出する

こ と に な る 。 キ ャ リ ア 教 育 等 を 充 実 さ

せ、卒業を迎える生徒一人一人が社会で

自立した生活を送れるように指導、支援

していきたい。 

令和７年度 〇生徒の実態（学習歴、

日本語能力）を踏まえ

た学習コース設定と授

業改善を行う。 

〇キャリア教育の視点か

ら、体験活動や進路学

習を充実・配置する。 

 

 

 

 

 

 

今 年 度 は 生 徒 の 出 席 率 も た い へ ん 高

く、学校としての雰囲気や体裁が整って

きた１年であった。授業や学校行事にお

いても中学校としての活動に近づき、学

校教育目標である「学びなおし」を支え

る環境が急速に整ったともいうことがで

きる。このような状況から、さらなる飛

躍を目標に教育課程を編成した。 

１点目の方策は、昨年度の学習コース

の設定と授業改善をさらに進めたことで

ある。生徒の実態や希望を複数回の面談

で聞き取るだけでなく、日本語能力を測

定し、適切なコース選択を学校側から提
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案できるようにした。日本語の能力に応

じて４コース、教科学習を学年別に行う

ようにし、最大７集団での授業展開を計

画している。これらの個別最適な学習を

目指した授業改善によって、「授業が楽

しい」「授業の内容がよくわかる」「本

校の学びを通して成長している」と答え

た生徒の割合が継続して高い評価となっ

ている（成果）。 

２点目の方策は、キャリア教育の視点

から体験活動や進路学習の機会を充実さ

せ、年間計画の中に適切に配置すること

で あ る 。 目 標 と し て 掲 げ る 「 学 び な お

し」の中には、一般的な中学校で体験す

る は ず の 授 業 以 外 の 活 動 を も 含 ん で お

り、運動会や学習発表会などの集団で取

り 組 む 活 動 だ け で な く 、 も の づ く り 体

験、職業体験、文化芸術鑑賞、薬学講座

などの体験的な活動も含まれる。これら

の活動を通して、「学校に行くのが楽し

い 」 「 本 校 の 学 び を 通 し て 成 長 し て い

る」と答えた生徒の割合が高まった（成

果）。 

＜三島教室＞ 

年度 取組概要 成果及び課題 

令和６年度 自分から、自分らし

く、社会（仲間）と関わ

ることができる生徒を育

成する。 

①生徒個々の学習歴や日

本語力に配慮し、生徒

が自分でコース選択す

ることができるカリキ

ュラムを編成する。 

 

 

②「学ぶ喜び」を実感で

きる教科の本質に触れ

る授業づくりを行う。 

生徒にとって必要な学習や支援、それ

を可能にするための学校のあり方につい

て、全職員でアイディアを出し合い生徒

と関わった。 

①日本語のコースと数学のコース選択を

軸とした、生徒それぞれのニーズに合

ったカリキュラムをめざし学習指導を

行った。生徒の背景がさらに多様化す

る次年度に向けて、編入制度の利用も

含めたより柔軟なカリキュラムの編成

について議論し、実践していく。 

②生徒にとって身近な題材や、視覚的に

事象をとらえられる教材をもとに授業

を構想した。Ｔ１・Ｔ２で学習課題を
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③生徒同士の人間関係を

広げ地域や日本の文化

に触れる機会としての

教場別遠足を計画す

る。 

 

 

④卒業後に「自分から、

自分らしく、社会と関

わる」ために必要な考

え方や知識を身につけ

るためのキャリア教育

を推進する。 

 

 

⑤チーム三島教室として

生徒のための学校のあ

り方を考える研修を推

進する。 

 

⑥必要な会議を精選しゆ

とりを生み出すことで

働き方改革を推進す

る。 

事前に共有し、課題が生徒に入りやす

いか、教科の本質に触れる思考ができ

るかどうかを検討した。 

③ 多 く の 生 徒 が 遠 足 を 楽 し み に し て お

り、実際に参加したことから、校外行

事の必要性を実感した。生徒が友達と

の良い思い出を作るだけでなく、職員

が生徒の良さを別の角度から発見し、

それを称揚することで生徒に還元でき

たことは大きな成果だった。 

④主に、他との関わり方について学ぶ学

習 や 、 職 業 観 を 育 て る 学 習 を 実 践 し

た。既に職に就いている生徒も多く、

自身の働き方と対応させながら将来の

夢に近づくための道筋を思い描くこと

ができた。次年度は、日本の社会でよ

りよく生きるために必要なキャリア教

育をさらに推進していく。 

⑤今年度はＴＴの連携のあり方について

主に研修をした。次年度は日本語支援

が必要な生徒がさらに増えるため、三

島教室ならではの充実した日本語教育

について研修をしていく。 

⑥型に縛られることなく、担当課が必要

な議題を必要な時に取り上げることで

会議を精選し、ゆとりを生み出した。

その時に必要なことについて情報を共

有し時間をかけて語り合うことが、よ

い 職 場 の 雰 囲 気 づ く り に も つ な が っ

た。全員での定時退庁も働き方改革の

一端を担っている。 

令和７年度 

 

 

 

 

自分から、自分らし

く、社会（仲間）と関わ

ることができる生徒を育

成する。 

①生徒個々の学習歴や日

本語力に配慮し、生徒

が自分でコース選択す

ることができるカリキ

生徒理解に努め、生徒にとって必要な

学習や支援、それを可能にするための学

校のあり方について、全職員でアイディ

アを出し合い生徒と関わった。 

①日本語のコースと数学のコース選択を

軸とした、生徒それぞれのニーズに合

ったカリキュラムをめざし学習指導を

行った。コースの確認のための面談を
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ュラムを編成する。ま

た、本人の希望や学習

状況に応じて年度途中

のコース変更を行う。 

 

 

②「学ぶ喜び」を実感で

きる教科の本質に触れ

る授業づくりを行う。 

 

 

 

 

③生徒同士の人間関係を

広げ地域や日本の文化

に触れる機会としての

教場別遠足を計画す

る。 

 

 

④卒業後に「自分から、

自分らしく、社会と関

わる」ために必要な考

え方や知識を身につけ

るためのキャリア教育

を推進する。 

 

⑤チーム三島教室として

生徒のための学校のあ

り方を考える研修を推

進する。 

 

 

⑥運営員会で必要な議題

を出し、見通しをもっ

て学校運営を進める。 

また、全員で定時退庁

することを目標に、働

き方革を推進する。 

行い、生徒の希望や実態に合わせてコ

ース変更を行った。生徒の背景がさら

に多様化し、生徒数が増加する次年度

に向けて、編入制度の利用も含めたよ

り柔軟なカリキュラムの編成について

議論し、実践していく。 

②タブレットやICTを活用し、生徒にとっ

て興味・興味関心をもつ題材や、視覚

的に事象をとらえられる教材をもとに

授業を構想した。基本的に全授業でTT

を活かした授業を行い、課題が生徒に

入りやすいか、教科の本質に触れる思

考ができるかどうかを検討した。 

③ 遠 足 に 参 加 し た 生 徒 か ら 「 楽 し か っ

た」という感想が多く聞かれた。しか

し、校外で行う遠足は、練習や準備の

負担が大きい割に参加率が低かった。

来年度は別の方法で人間関係を広げる

手立てを考えたい。 

 

④主に、日本の社会でよりよく生きるた

めに必要なキャリア教育を実践した。

次年度は、よりよく社会と関わり、将

来の夢に近づくための道筋を思い描く

学習を実践していく。 

 

 

⑤今年度は「やさしい日本語」のあり方

について主に研修をした。次年度は日

本語支援が必要な生徒がさらに増える

ため、三島教室ならではの充実した日

本語教育について研修をしていく。 

 

⑥担当課が見通しももって議題を提案、

し、その時に必要なことについて情報

を 共 有 し 時 間 を か け て 語 り 合 う こ と

が、よい職場の雰囲気づくりにもつな

がった。全員での定時退庁も働き方改

革の一端を担っている。 

17



  

５ 教職員について 

(1) 令和６年度末異動状況   

  

(2) 現員数 

＜磐田本校＞ 

区分 

本務職員 
臨時・会計年度 

任用職員 

合
計 

教育職員 行政職員 

本
務 

計 

教
諭 

非
常
勤
講
師 

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ 

臨
時
・
会
計
年
度 

計 

校
長 

教
諭 

養
護
教
諭 

小
計 

主
任 

小
計 

男 １ ２  ３ １ １ ４ ２ ２  ４ ８ 

女  ２ １ ３   ３ １ ４ １ ６ ９ 

計 １ ４ １ ６ １ １ ７ ３ ６ １ 10 17 

＜三島教室＞ 

区分 

本務職員 
臨時・会計年度 

任用職員 

合
計 

教育職員 行政職員 

本
務 

計 

教
諭 

養
護
教
諭 

非
常
勤
講
師 

臨
時
・
会
計
年
度 

計 

教
頭 

教
諭 

小
計 

主
任 

小
計 

男  ６ ６   ６ ２  ２ ４ 10 

女 １  １ １ １ ２  １ ３ ４ ６ 

計 １ ６ ７ １ １ ８ ２ １ ５ ８ 16 

 

区分 

磐田本校 三島教室 

本務職員 

本
務 

計 

臨時・会計 

年度任用職

員 

臨
時
・
会
計
年
度 

計 

合
計 

本務職員 

本
務 

計 
臨時・会計

年度任用職

員 

臨
時
・
会
計
年
度 

計 

合
計 

 
 
 
 

教育職員 
行政 

職員 
教育職員 

行政 

職員 

校
長 

教
諭 

養
護
教
諭 

小
計 

主
査 

主
任 

小
計 

教
諭 

非
常
勤
講
師 

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ

ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ 

教
頭 

教
諭 

小
計 

主
任 

小
計 

教
諭 

養
護
教
諭 

非
常
勤
講
師 

転出  ２  ２ １  １ ３    ０ ３ １ １ ２  ０ ２    ０ ２ 

退職    ０   ０ ０ １ ２  ３ ３   ０  ０ ０   ５ ５ ５ 

転入  ２  ２  １ １ ３    ０ ３  ３ ３  ０ ３ 
 

  ０ ３ 

新任    ０   ０ ０ ２ ２  ４ ４   ０  ０ ０ ２  ３ ５ ５ 

昇任    ０   ０ ０    ０ ０ １ １ ０  ０ ０    ０ ０ 

差引 

増減 
０ ０ ０ ０ △１ １ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ０ １ ２ ０ △２ ０ １ 
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(3) 健康管理について 

＜磐田本校＞ 

【健康診断】 

・教職員健康診断の確実な受診を促した。また、要精密検査者の再受診を徹底し、

全教職員の健康管理に留意した。 

【心身の健康管理】 

・健康管理医訪問前に「健康に関するアンケート」を実施した。教職員の心身の状

況を把握し、必要に応じて労働環境の見直し等、適切な対応を行った。 

・ストレスチェックの実施と評価を受けて、職員が自身の健康を振り返られるよう

に、適切な啓蒙活動を行った。 

【職場の安全管理（健康管理医含む）】 

・生徒の授業と同一日に、救急法講習会を実施した。 

・教職員の定期健康診断の結果を健康管理医が判断し、該当職員に服務の調整が必

要か相談する。 

・健康管理医による職場環境調査を実施し、職場環境を健全な状態に維持した。 

・健康管理医訪問前に、健康に関するアンケートを実施し、希望する職員に面談の

機会を設定した。 

・１ヶ月の服務が80時間を超える職員がいないか、校長と共に確認をした。改善が

見られない職員がいた場合は、健康管理医との面談の希望調査を実施する計画を

たてた。 

＜三島教室＞ 

・定期健康診断の確実な受診を図る。また、要精密検査者の再受診を徹底し、全教

職員の健康管理に留意した。 

・ストレスチェック及び面談により教職員の心身の状況を把握し、必要に応じて労

働環境の見直し等、適切な対応を図る。 

・健康管理医による職場巡視及び学校職員衛生委員会を実施し、職場環境の健全維

持に努めた。 

・令和６年度の学校職員衛生委員会の主な内容 

１．  年間計画について 

２．  労働環境改善について 

３．  安全点検について 

４．  ストレスチェック実施について 

５．  救急法研修について 

６．  職員の勤務状況について 

７．職員健康診断結果の確認と管理区分の判定及び指導 

 

(4) 教職員の研修について 

  ア 研修の目的 

   ・生徒一人ひとりが自分の夢や目標に向かって、他者と関わりながら主体的に学
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び続けることができるよう、教職員研修を通して教育課程や指導・支援の確立

を図る。 

  イ 研修内容 

   【両校共通】 

   ・研修主題は磐田本校と三島教室で共通のものとする。 

   ・学ぶ喜びの３つの重点（「教科等で学ぶ喜び」「日本語で学ぶ喜び」「みんな

で学ぶ喜び」）を大切にしながら、各教場の実態に応じた手立てを講じる。 

   ・授業、分掌について、個人で研究を進める個人研修テーマを設定する。 

   ・夏季休業中に情報交換を中心とした全体研修会をもつ。 

   ・夏季休業以後、交流研修の機会をもち互いの学校を訪問して授業を見合う。 

     【磐田本校】 

    磐田本校では、以下の観点で研修を進める。 

   ・日本語を母語としない生徒への授業支援の仕方。 

   ・ICT機器の活用 

   ・日本語の初期日本語レベルから基礎レベルへ移行するための指導や支援のあり

かた 

   ・「学びの喜び」を実感させる授業づくりの模索 

   ・知的好奇心を高める魅力ある授業づくり 

   【三島教室】 

    三島教室では、以下の観点で研修を進める。 

・教科の本質を押さえた授業研究（「聞いて！私の失敗」） 

・１時間完結型の授業の研究 

・ティームティーチングの連携や効果的な活用 

   ・ICT機器の活用（オンライン授業・ロイロノートの活用） 

   ・やさしい日本語研修 

  ウ 成果と課題 

   【両校共通】 

   ・全体研修会では、両教場の実態を背景に個々の教職員の課題に対して、互いに    

参考になる意見に耳を傾け合い課題解決の方向性を探る機会となった。 

   ・個人研修テーマは、１年間の自身の研究の方向性を明確にするとともに、交流

研修等で自分が参考にしたい授業を選ぶ際の資料としても活用できた。 

   ・９月24日～11月27日交流研修を開催（全12回）。授業参観と事後研修を行い、 

授業づくりや学校運営を考える有意義な機会となった。 

【磐田本校】 

・教科指導に関わる全職員が、互いの授業を見合う形で研究授業を行い、事後研

修では、自分の授業に取り入れたい工夫について話し合い、研修を深めた。 

・初期日本語の研究授業を行い、必要な指導や支援の在り方について話し合い、

指導者及び参観者ともに資質の向上につながった。 

・月に１回の日本語コーディネーターの指導を受け、日本語の学びを効果的にす
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る手立てや、学習言語を習得するためのJSLカリキュラムについて知見を得た。 

【三島教室】 

    ・教場別研修では「失敗を語ろう」をテーマに授業の「失敗談」をもとに協議を 

深め、他者の失敗を自分事として捉え、授業に生かすことができた。 

・長期休業中に本務教職員だけでなく、非常勤の教員にも参加してもらい、日本

語支援の在り方についてネパール語での授業を参観し、意見交換を行う中で

「やさしい日本語」について研修等を行った。本校の生徒の実態を再確認する

とともに、どのような手立てが必要かを協議できた。 

   ・課題として、今後さらに生徒の実態が多様化する中で、日本語が未習得の生徒 

に対する母語支援の在り方や特別な支援を要したりする生徒への対応が求めら 

れる。個々に対応する学校体制の構築が研修課を通して考える必要がある。 

 

６ 防災対策について 

＜両校共通＞ 

 ・学校危機管理マニュアル（学校警備計画書、防災計画書を兼ねる）を作成し、それ

に基づいた教育活動を実施する。 

 ・学校危機管理マニュアルを随時見直し、学校の実情により即したものとしていく。 

 ・年間３回の避難訓練や防災学習を位置付け、生徒の防災意識を高めると共に、災害

時に適切な行動をとることができるようにする。 

 ・生徒の生命・身体の安全確保のため、校舎内外の施設・設備を再点検し整備する。 

【避難訓練・防災学習】 

＜磐田本校＞ 

年度 実施日 内容 

６ ４月17日（水） 

〇地震が発生した時の適切な行動の仕方や避難経路を学

ぶ。 

・地震から命を守る行動 

・避難するときの約束の合言葉「おはしも」 

（おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない） 

・避難経路の確認 

６ ９月２日（月） 

〇火災が発生した時の適切な行動の仕方を学ぶ。 

・どんなときに火災が発生しやすいのか 

・トラッキング火災や二次火災 

・火災から命を守るための行動 

・煙の中を想定した避難訓練 

６ １月８日（水） 
〇通学中に想定される危険や安全な通学路を考える。 

〇不審者から身を守る行動の仕方を学ぶ。 

年度 実施日 内容 

７ ４月16日（水） 
〇火災が発生した時の適切な行動の仕方を学ぶ。 

・火災が入口で発生した場合は非常階段、教室で発生し

21



  

た場合は階段を使う避難経路を実際に歩く。 

・火災から命を守るための行動 

・煙の中を想定し、教室から外に出る避難訓練 

７ ９月１日（月） 

〇地震が発生後の適切な行動の仕方や避難場所を学ぶ。 

・地震から命を守る行動（揺れている最中の動き） 

・学校で大地震発生の時は、家族の引き渡しのみ下校で

きることを知る。地域の避難訓練参加の呼びかけ。 

７ １月６日（火） 

〇自分の身は自分で守る。防犯教室 

・磐田警察署生活安全課指導員に来校してもらい、 

 薬物から身を守る、自分の持ち物を守る、自分の体を

守る…を講義していただく。 

・自分の体を守るでは、簡単な護身術を教えてもらう。 

＜三島教室＞ 

年度 実施日 内容 

６ ４月19日（金） 

【火災】避難経路・避難時の約束の確認 

・避難場所を確認する。 

・建物火災の動画を視聴する。 

・避難するときの注意事項（おかしも）を確認する。 

・火災の場所から、避難系経路を考える。 

・実際に避難をする。 

・救助袋の使い方を知る。  

６ ９月６日（金） 

【地震】南海トラフ地震臨時情報について。 

・今、この教室で地震が起きたらどうしたらよいかを考え

る。 

・避難場所の体育館までの避難経路を考える。 

・特別教室からの避難経路を考え、実際に避難をする。 

・エレベーターの中にいるときに、地震が起きたらどうす

るかを考える。 

６ １月17日（金） 

【防犯】インターネットやＳＮＳの適切な扱い方 

・「知らない人から名前を呼ばれて、声を掛けられた」と

いう事例から、どうしてこうなったのかを考える。 

・〇×クイズを行う。 

１インターネットは世界中の人が使っている。 

２インターネットでねらわれているのは、女子だけで 

ある。 

３ゲームアプリで知り合った人のプロフィールに、 

「20才・女子大生」と書いてあり、写真もやさしそう

な女の人だったので、この人なら何でも相談してよ

い。 
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４人に見られたくない写真は、友だちになら送ってもか

まわない。 

５インターネットにのせた名前や写真は、簡単には消す

ことができない。 

６ゲームアプリで知らない人と協力プレイをしたが、や

さしいと思った人なら、実際に会ってもよい。 

７インターネットの情報は、全て正しいことがのってい

る。 

・クイズの内容を元に、これまでの経験を振り返る。 

年度 実施日 内容 

７ ４月18日（金） 

【火災】学校で火災が起きたときの適切な対応 

・救助袋、消火栓、消火器の位置とそれらの使用法を確認

する。 

・避難場所、避難経路、避難方法について理解する。 

・避難場所に避難する。 

７ ９月５日（金） 

【地震】学校で南海トラフ地震が起きたとき適切な対応 

・プレート型地震の起こる仕組みを理解する。 

・緊急地震速報の仕組みを理解する。 

・避難場所、避難経路、避難方法について理解する。 

・避難場所に避難する。 

７ １月16日（金） 

【防犯】闇バイトの誘いや詐欺電話への適切な対応 

・最近の闇バイトの誘いや詐欺電話の被害状況を確認す

る。 

・スマホに闇バイトの誘いが入ったときの対応を、ロール

プレイで考える。 

・ロールプレイを振り返り、適切な対応の仕方を理解す

る。 

 

７ 学校開放について 

 ・磐田本校は複合商業施設の一部を市から借用し、三島教室は県立三島長陵高校の施

設の一部を借用及び共用しているため、現時点では学校開放は実施しない。 
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□□□□ 

            事務執行の根拠法令調          

    

項  目 根拠法令 

 学校教育に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の管理・運営に関

すること 

 

 

 

 

 

 

 

教育基本法（第１条、第２条、第４条） 

学校教育法（第１条、第２条、第３条、第45条、 

第46条、第47条、第48条、第49条） 

学校教育法施行規則 

教育機会確保法（第14条） 

学校保健安全法 （第５条） 

静岡県立学校設置条例 

静岡県立中学校学則 

中学校学習指導要領 

理科教育振興法（第11条） 

理科教育振興法施行令 

いじめ防止対策推進法 

 

学校教育法（第137条） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （第33条） 

静岡県立学校管理規則 

教育公務員特例法（第21条、第22条） 

学校保健安全法（第15条、第27条） 

静岡県立学校職員安全衛生管理規程 

学校図書館法（第３条、第４条） 

静岡県教育委員会処務規程 

静岡県情報公開条例施行規則 

独立行政法人日本スポーツ振興センター法（第16条、第17条） 
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□□□□ 

学校施設の概要(磐田本校) 

１ 面積及び所有区分                    

（令和７年10月31日現在） 
 

区  分 

 
 

 

 面   積 

 
     ㎡ 

所    有    内    訳 

 

 摘  要 
 

 

 県  有 
    ㎡ 

 

 国 有 
    ㎡ 

 

市町村有 
    ㎡ 

 

 後援会有 
    ㎡ 

 

 民  有 
    ㎡ 

 

 学 校 敷 地 
 

 

360.00 
 

 

 
 

 

 
 

 

360.00 
 

 

 
 

 

 
 

 

磐田市 

使用承認 
 

 

 内 

 

 
 訳 

 
 

 

 校舎敷地 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 運動場敷地 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 そ の 他 

の 敷 地 

 

360.00 

 

 
 

 

 
 

 

360.00 
 

 

 
 

 

 
 

 

磐田市 

使用承認 
 

 

 その他の建物 
 

 

 建 360.00 

 延 360.00 

 

 
 

 

 
 

 

建 360.00 

延 360.00 

 

 
 

 

 
 

 

磐田市 

使用承認 
 

 

   

 ２ 配置・規模等 

  (1) 校舎等の配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 学校施設の規模等（法面・演習林等を除く） 

 

 
 

 区 分 
 

 

 学校敷地面積 
 

 

 校舎延面積 
 

 

 運動場面積 
 

 

 当 校 
 

 

360.00㎡  
  

 

㎡  
 

 

㎡  
 

 

 県平均 
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学校施設の概要(三島教室) 

１ 面積及び所有区分                    

（令和７年10月31日現在） 
 

区  分 

 
 

 

 面   積 

 
     ㎡ 

所    有    内    訳 

 

 摘  要 
 

 

 県  有 
    ㎡ 

 

 国  有 
    ㎡ 

 

 市町村有 
    ㎡ 

 

 後援会有 
    ㎡ 

 

 民  有 
    ㎡ 

 

 学 校 敷 地 
 

 

214.19 
 

 

214.19 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

三島長陵高等

学校・三島北

高等学校・三

島市立北中学

校使用承認 

 
 

 内 

 

 
 訳 

 
 

 

 校舎敷地 
 

 

102.58 
 

 

102.58 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

三島長陵高等

学校使用承認 
 

 運動場敷地 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 そ の 他 

の 敷 地 

 

111.61 
 

 

111.61 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

三島北高等学

校・三島市立

北中学校使用

承認 

 

 校     舎 
 

 

建 67.14 

 延 67.14 
 

 

建 67.14 

 延 67.14 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

三島長陵高等

学校使用承認 

 

 

 

 ２ 配置・規模等 

  (1) 校舎等の配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 学校施設の規模等（法面・演習林等を除く） 

 

 
 

 区 分 
 

 

 学校敷地面積 
 

 

 校舎延面積 
 

 

 運動場面積 
 

 

 当 校 
 

 

124.19㎡  
  

 

67.14㎡  
 

 

0㎡  
 

 

 県平均 
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□□□□ 

 

          在 籍 生 徒 調     （令和７年10月31日現在） 

 

 学年 

   教場別 

 区分 

磐田本校 三島教室 （合   計） 

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 合計 

 

 １年 

 

 

 入 学 者 6 4 10 4 8 12 10 12 22 

 

 

 増 加          

 減 少          

 現   在 6 4 10 4 8 12 10 12 22 

 

 

 

 ２年 

 

 

 

 入 学 者 9 7 16 6 3 9 15 10 25 

 

 

 増 加          

 減 少 4 3 7    4 3 7 

 ２年時当初 5 4 9 6 3 9 11 7 18 

 

 

 増 加     4 4  4 4 

 減 少    2  2 2  2 

 現   在 5 4 9 4 7 11 9 11 20 

 

 

 

 

 ３年 

 

 

 

 

 

 入 学 者 5 4 9 1 4 5 6 8 14 

 

 

 増 加          

 減 少 3 4 7  1 1 3 5 8 

 ２年時当初 2 0 2 1 3 4 3 3 6 

 

 

 増 加          

 減 少    1  1 1  1 

 ３年時当初 2 0 2 0 3 3 2 3 5 

 

 

 増 加 6 3 9 1 4 5 7 7 14 

 減 少 1  1  2 2 1 2 3 

 現   在 7 3 10 1 5 6 8 8 16 

合   計 18 11 29 9 20 29 27 31 58 
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□□□□ 

 

入学志願者及び入学者数調  

（夜間中学用） 

区分       年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 年度 年度 

所属別 磐田本校 三島教室 磐 田 本 校  三 島 教 室  磐 田 本 校  三 島 教 室  磐 田 本 校  三 島 教 室  磐 田 本 校  三 島 教 室  

志願者数 

 男 ７ ２ 15 ７ 12 ９     

 女 ５ ４ ７ ４ ７ 17     

 計(A) 12 ６ 22 11 19 26     

面接実施者数 

 男 ７ ２ 11 ６ 12 ９     

 女 ５ ４ ７ ４ ７ 17     

 計(B) 12 ６ 18 10 19 26     

入学許可数 

 男 ６ ２ 11 ６ 12 ９     

 女 ４ ４ ７ ４ ７ 17     

 計(C) 10 ６ 18 10 19 26     

  面 接 率  (B)/(A) 1.00 1.00 0.82 0.91 1.00 1.00     

  入学者数 

 男 ５ １ ９ ６ 11 ４     

 女 ４ ４ ７ ３ ７ 16     

 計  (D) ９ ５ 16 ９ 18 20     

  入 学 率  (D)/(A) 0.75 0.83 0.73 0.82 0.95 0.77     
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□□□□ 

 

生徒の状況（磐田本校）  

 

１ 生徒の出身地域及び通学方法 

 (1) 出身地（令和７年10月31日現在）（単位：人） 

市町名 磐田市 浜松市 袋井市 掛川市 牧之原市 吉田町 藤枝市 合 計 

生徒数 15 ５ ３ ３ １ １ １ 29 

構成比％ 51.7％ 17.3％ 10.4％ 10.4％ 3.4％ 3.4％ 3.4％ 100％ 

 

 

 (2) 通学方法（令和７年10月31日現在）（単位：人） 

区分 電車 自転車 徒歩 車 バス 合 計 

生徒数 14 10 ２ ２ １ 29 

構成比％ 48.3％ 34.5％ 6.9％ 6.9％ 3.4％ 100％ 

 

 

(3) 生徒の年齢     （令和７年４月１日現在）（単位：人） 

 区 分 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳超 計 

 １ 年 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ 10 

 ２ 年 ０ ３ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ５ ９ 

 ３ 年 ５ ２ １ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 11 

計 10 ５ １ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ 10 30 

 
 (4)  生徒の就業状況         （令和７年10月31日現在）（単位：人） 

区 分 建 設 製 造 卸小売 ｻｰﾋﾞｽ業 各種学校 その他 無 職 計 

 １ 年 ０ ０ ０ ２ ０ １ ７ 10 

 ２ 年 ０ ２ ０ ５ ０ ０ ２ ９ 

 ３ 年 ０ ３ ０ １ ０ ０ ６ 10 

計 ０ ５ ０ ８ ０ １ 15 29 

 

２ 部（クラブ）の加入状況 

                     （令和７年10月31日現在）（単位：人） 

区    分 運動部 文化部 未加入者 計 

部(ｸﾗﾌﾞ) 数 ０ ０  ０ 
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□□□□ 

 

生徒の状況（三島教室）  

 

１ 生徒の出身地域及び通学方法 

 (1) 出身地（令和７年10月31日現在）（単位：人） 

市町名 三島市 沼津市 富士市 富士宮市 静岡市 御殿場市 裾野市 清水町 長泉町 函南町  合計 

生徒数 ５ ４ ２ １ １ ２ ２ ８ １ ３ 29 

構成比％ 17.3 13.8 6.9 3.4 3.4 6.9 6.9 27.6 3.4 10.4  100 

 

 (2) 通学方法（令和７年10月31日現在）（単位：人） 

区 分 電車 バス 自転車 車 徒歩 送迎  合 計 

生徒数 10 ０ 11 ２ ３ ３ 29 

構成比％ 34.5 0 38.0 6.9 10.3 10.3 100 

 

(3) 生徒の年齢     （令和７年４月１日現在）（単位：人） 

 区 分 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳超 計 

 １ 年 ３ ２ ２ ２ ・ ・ ・ １ １ ・ １ 12 

 ２ 年 ・ ７ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ 12 

 ３ 年 ２ ２ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ １ ２ ８ 

計 ５ 11 ３ ３ １ ・ ・ １ １ １ ６ 32 

    
 
 (4)  生徒の就業状況         （令和７年10月31日現在）（単位：人） 

区 分 建 設 製 造 卸小売 ｻｰﾋﾞｽ業 各種学校 その他 無 職 計 

 １ 年 ０ ０ ０ ３ ０ １ ８ 12 

 ２ 年 ０ ０ １ ３ ０ １ ６ 11 

 ３ 年  ０ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ６ 

計 ０ ０ １ ９ ０ ２ 17 29 

 

２ 部（クラブ）の加入状況 

                     （令和７年10月31日現在）（単位：人） 

区    分 運動部 文化部 未加入者 計 

部(ｸﾗﾌﾞ) 数 ０ ０  ０ 
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 区 分
 収 入 済 額

0

0

0

0

0

3,660

3,660

3,660

3,660

3,660

3,660

3,660

3,660

3,660

3,660

14諸収入

項 07雑入

目 02雑入

90保険料負担金

款

計

 調 定 額
 納 期 内  納 期 後

A B C
円 円 円

様式第５号

一般会計

県立高校中学校　ふじのくに中

1

歳　　入　　予　　算　            

□□□□

31



 納期内収入率

 納 期 限 経 過  納 期 限 未 到 来 計 A-D-F A-D-F

 不 納 欠 損 額
 収 入 未 済 額

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

令和 7年10月31日現在
(

 収 入 歩 合

B+C B

D E F
円 円 円 円 % %

）
( ）
令和 7年度

2

                  執　　行　　状　　況　　調

ZIRB0090
ZIB0090
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□□□□     

預   金   調 
      

（令和７年10月31日現在） 

金融機関名 預金種類 口座番号 口座名義人 残高(円) 摘要 

静岡銀行 

磐田支店 

無利息型 

普通預金 

1328059 静岡県立ふじのくに中学校  

資金前渡者 校長 鈴木 仁之 

０ 給与 

静岡銀行 

磐田支店 

無利息型 

普通預金 

1328388 自振口 静岡県立ふじのくに中学校 

資金前渡者 校長 鈴木 仁之 

０ 社会保険 

（口座振替） 

残  高  合  計 ０  
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□□□□ 

郵 券 等 受 払 調 
                                                           （令和７年10月31日現在） 

 
                                                                 （単位：枚、円） 

区  分 種  類 
令  和  ６  年  度 令  和  ７  年  度 

摘 要 繰  越 受  入 払  出 繰  越 受  入 払  出 差引現在高 
枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 枚数 金 額 

天平のまち 
駐車券 100円券 0 0 717 71,700 499 49,900 218 21,800 200 20,000 311 31,100 107 10,700 

来客用 

駐車場 

計   0  71,700  49,900  21,800  20,000  31,100  10,700  

郵券 110円券 0 0 0 0 0 0 0 0 25 2,750 18 1,980 7 770 返信用 

計   0  0  0  0  2,750  1,980  770  
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□□□□

□□□□
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□□□□

36



□□□□

37



 摘  要

係る社会保険料

20,734,641

210,000

10,000

10,000

10,000

200,000

200,000

200,000

19,420,258

6,951,546

3,992,602

3,992,602

2,768,960

2,768,960

189,984

189,984

0

12,468,712

2,282,000

2,282,000

285,750

285,750

998,058

129,456

868,602

10,000

2,539,643

2,532,395

12,415,595

0

0

0

0

0

0

0

11,720,718

5,789,430

2,335,398

2,335,398

3,247,916

3,247,916

206,116

39,016

167,100

5,931,288

0

0

82,250

82,250

238,942

8,544

230,398

0

2,770,357

2,767,605

33,150,236

210,000

10,000

10,000

10,000

200,000

200,000

200,000

31,140,976

12,740,976

6,328,000

6,328,000

6,016,876

6,016,876

396,100

229,000

167,100

18,400,000

2,282,000

2,282,000

368,000

368,000

1,237,000

138,000

1,099,000

10,000

5,310,000

5,300,000

款 12教育費

項

項

02

04

教育委員会費

中学校費

目

目

目

目

03

04

01

02

教育管理費

教育厚生費

教職員費

中学校管理費

08

01

01

04

08

01

07

08

09

10

旅費

報酬

報酬

共済費

旅費

報酬

報償費

旅費

交際費

需用費

02

03

03

02

01

02

03

01

01

02

01

普通旅費

非常勤職員報酬

非常勤職員報酬

報酬、給料及び賃金に

その他の旅費

普通旅費

非常勤職員報酬

その他の報償費

その他の旅費

普通旅費

その他の需用費

 区 分

令和 7年10月31日現在
令和 7年度

( )

令 達 予 算 額  支 出 済 額  支 出 未 済 額

円 円 円

様式第１０号

一般会計

県立高校中学校　ふじのくに中

1

( )

 歳 出 予 算 執 行 状 況 調

ZIB0030
ZIRB0030

□□□□
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 摘  要

金

係る社会保険料

7,248

613,885

258,480

1,311,320

2,236,000

1,933,576

1,104,383

1,104,383

579,162

579,162

480,221

480,221

5,000

5,000

40,000

40,000

0

0

20,734,641

2,752

115,115

245,520

971,680

0

1,507,424

694,877

610,617

420,838

420,838

189,779

189,779

0

0

0

0

84,260

84,260

12,415,595

10,000

729,000

504,000

2,283,000

2,236,000

3,441,000

1,799,260

1,715,000

1,000,000

1,000,000

670,000

670,000

5,000

5,000

40,000

40,000

84,260

84,260

33,150,236

項 08学校教育費

目

目

02

04

義務教育費

健康体育費

11

12

13

17

18

01

03

04

08

11

役務費

委託料

使用料及び賃借料

備品購入費

負担金、補助及び交付

報酬

職員手当等

共済費

旅費

役務費

02

03

01

02

01

食糧費

非常勤職員報酬

その他の職員手当等

報酬、給料及び賃金に

その他の旅費

計

 区 分

令和 7年10月31日現在
令和 7年度

( )

令 達 予 算 額  支 出 済 額  支 出 未 済 額

円 円 円

様式第１０号

一般会計

県立高校中学校　ふじのくに中

2

( )

ZIB0030
ZIRB0030

□□□□
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□□□□ 

委託 料等 歳出 予算 執行 状況 節別 集計 表 

                                  

節 名 会 計 款 項 目 

執  行  済  額   （円） 

令和５年度 

 

 左のうち、前年度

からの繰越額分 

(12) 

委 託 料 

一般 教育費 中学校費 中学校管理費  491,040  

       

       

       

計     ０ 491,040 ０ 

(14) 

工  事 

請 負 費 

       

       

       

       

計     ０ ０ ０ 

(16) 

公有財産 

購 入 費 

       

       

       

       

計     ０ ０ ０ 

(17) 

備  品 

購 入 費 

一般 教育費 中学校費 中学校管理費  1,429,890  

       

       

       

計     ０ 1,429,890 ０ 

(18) 

負担金、 

補助及 

び交付金 

一般 教育費 中学校費 中学校管理費  3,071,718  

       

       

       

計     ０ 3,071,718 ０ 

(21) 

補償、補填

及び賠償

金 

       

       

       

       

計     ０ ０ ０ 

     

 

 

 

 

令和６年度 
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□□□□ 

委託 料等 歳出 予算 執行 状況 節別 集計 表 

                          （令和７年10月31日現在） 

節 名 会 計 款 項 目 
執  行  済  額   （円） 

 
うち、前年度から

の繰越額分 

(12) 

委 託 料 

一般 教育費 中学校費 中学校管理費 245,520 0 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

計     245,520 0 

(14) 

工  事 

請 負 費 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

計     0 0 

(16) 

公有財産 

購 入 費 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

計     0 0 

(17) 

備  品 

購 入 費 

一般 教育費 中学校費 中学校管理費 0 0 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

計     0 0 

(18) 

負担金、 

補助及 

び交付金 

一般 教育費 中学校費 中学校管理費 1,507,424 0 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

計     1,507,424 0 

(21) 

補償、補填

及び賠償

金 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

    0 0 

計     0 0 
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□□□□

（事務関係） 円 円 円 円
6. 5.31 22,000

6. 7. 1 22,000

6. 7.31 22,000

6. 8.29 22,000

6. 9.26 22,000

6.10.30 22,000

6.11.25 22,000

6.12.26 22,000

7.1.28 22,000

7.2.21 22,000

7.3.25 22,000

7.4.21 22,000

小計 264,000

6. 5.28 18,920

6. 6.21 18,920

6. 7.22 18,920

6. 8.22 18,920

6. 9.25 18,920

6.10.24 18,920

6.11.26 18,920

6.12.24 18,920

7.1.24 18,920

7.2.21 18,920

7.3.27 18,920

7.4.21 18,920

小計 227,040

（事務関係） 円 円 円 円
7. 5.30 22,000

7. 6.30 22,000

7. 7.31 22,000

7. 8.29 22,000

7. 9.30 22,000

7.10.31 22,000

小計 132,000

7. 5.30 18,920

7. 6.30 18,920

7. 7.31 18,920

7. 8.28 18,920

7. 9.30 18,920

7.10.31 18,920

小計 113,520

随契1号
（少額）

随契1号
（少額）

随契
異常監
視、警備

7. 4. 1
～

8. 3.31

合　計 ２件 245,520

264,000 随契
清掃、学
校内の美
化

２ 警備業務
ALSOK株式
会社静岡
支社

227,040 227,040 227,040

１ 清掃業務

ALSOKファ
シリ
ティーズ
株式会社
浜松支社

264,000 264,000

整理
番号 委託業務名 受　託　者

当　　初
設計金額

契 約 金 額 契約
締結
方法当  初  額

変　更
増減額 計

7. 4. 1
～

8. 3.31

委 託 料 に 関 す る 調

（令和７年度）
（令和７年10月31日現在）

契　約
期　間

支　出
年月日

金　　額
委託業務
の 内 容

摘要

（令和６年度）

整理
番号 委託業務名 受　託　者

当　　初
設計金額

契 約 金 額 契約
締結
方法

契　約
期　間

支　出
年月日

金　　額
委託業務
の 内 容

摘要
当  初  額

変　更
増減額 計

２ 警備業務

総合警備
保障株式
会社静岡
支社

227,040 227,040

１ 清掃業務

ALSOKファ
シリ
ティーズ
株式会社
浜松支社

264,000 264,000

随契1号
（少額）

264,000 随契
6. 4. 1

～
7. 3.31

清掃、学
校内の美
化

随契1号
（少額）

227,040 随契
6. 4. 1

～
7. 3.31

異常監
視、警備

491,040合　計 ２件
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□□□□

（令和６年度）

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額
支　出
年月日

円

138,720 6. 5.15

138,720 6. 6.14

138,720 6. 7.12

139,324 6. 8.16

139,324 6. 9.13

139,324 6.10.15

139,324 6.11.15

139,324 6.12.13

139,324 7.1.17

139,324 7.2.14

139,324 7.3.14

139,324 7.4.14

115,454 6. 5.22

133,707 6. 6.25

119,741 6. 7.25

124,027 6. 8.29

94,593 6. 9.25

120,885 6.10.22

119,821 6.11.25

113,077 6.12.24

117,385 7.1.23

104,330 7.2.21

127,483 7.3.21

111,139 7.4.21

２件 3,071,718

（令和７年度）

整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額
支　出
年月日

円

139,324 7. 5.16

139,324 7. 6.13

139,324 7. 7.11

139,324 7. 8.15

139,324 7. 9.12

139,324 7.10.15

84,119 7. 5.20

125,459 7. 6.23

123,319 7. 7.18

109,202 7. 8.21

106,392 8. 9.18

122,989 7.10.17

２件 1,507,424

負　担　金　支　出　調

計

（令和７年10月31日現在）

天平のまち施設管理費

磐田市長
（委任先：天平の
まち管理組合業務
代行 株式会社セ
イセイサーバー）

磐田市学習交流セ
ンターの施設等の
使用及び運営に係
る協定

共用施設の維持管理
に係る経費

1

2 天平のまち光熱水費

磐田市長
（委任先：天平の
まち管理組合業務
代行 株式会社セ
イセイサーバー）

磐田市学習交流セ
ンターの施設等の
使用及び運営に係
る協定

使用施設における光
熱水費

1 天平のまち施設管理費

計

磐田市長
（委任先：天平の
まち管理組合業務
代行 株式会社セ
イセイサーバー）

磐田市学習交流セ
ンターの施設等の
使用及び運営に係
る協定

共用施設の維持管理
に係る経費

2 天平のまち光熱水費

磐田市長
（委任先：天平の
まち管理組合業務
代行 株式会社セ
イセイサーバー）

磐田市学習交流セ
ンターの施設等の
使用及び運営に係
る協定

使用施設における光
熱水費
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□□□□ 

 

借地借家等調 

               

                    （令和７年10月31日現在） 

整理 

番号 
区分 種 別 所在地 

地 目 
数量又 

は面積 

借 料 
契 約 

期 間 

所有者又 

は契約者 

 氏名 

用 途 
台帳 現況 

単 

価 
年 額 

 

１ 

 

土地 

 

学校敷地 

 

三島市 

文教町１丁

目３番18号 

 

学校 

敷地 

 

学校 

敷地 

 

21.61㎡ 

         円 

無償 

 

 

R6.4.1

～

R9.3.31 

 

三島北 

高等学校長 

 

駐車場 

２ 土地 学校敷地 三島市 

文教町２丁

目32-60 

学校

敷地 

学校

敷地 

90㎡ 

 

無償 R7.5.1

～

R8.3.31 

三島市立 

北中学校長 

駐車場 

 

 

 計     111.61      

３ 建物 事務所建 磐田市 

中泉1-6-16 

鉄骨 

４階建 

360㎡  負担割合

20.7％ 

施設管理

者の請求

による 

R5.4.1

～

R8.3.31 

磐田市 学校 

1,741.8㎡ 

４ 建物 事務所建 三島市 

文教町１丁

目３番93号 

鉄骨 

７階建 

28.43㎡  無償 R5.4.1

～

R8.3.31 

三島長陵 

高等学校長 

学習室 

8,361.58㎡ 

５ 建物 事務所建 三島市 

文教町１丁

目３番93号 

鉄骨 

７階建 

67.14㎡  無償 R6.2.22

～

R8.3.31 

三島長陵 

高等学校長 

職員室 

8,361.58㎡ 

６ 建物 事務所建 三島市 

文教町１丁

目３番93号 

鉄骨 

２階建 

7.01㎡  無償 R6.6.17

～

R8.3.31 

三島長陵 

高等学校長 

防災 

倉庫 2,733.03㎡ 

 計     462.58      

21,197.19㎡ 
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□□□□

所属 0000226116　県立高校・中学校　ふじのくに中学校

整理

番号 大・中 小

主　　　要　　　備　　　品　　　調

17

5.4

5.4

5.2

16

1

その他の庁用器具
仕様書のとおり

04-99

スクリーンボードスタンド
内田洋行　ISー6V

5.4

02-02

02-02

02-02

管理用
毎日

10

13

金庫
100EKR3

5.315

6

11

4

01-0418

20

04-99

7

12

02-02

02-02

01-99

01-04

14

01-04

9

8

3

5

ディスプレイ
I0 DATA LCD-M4K652XD

10-99

02-02 その他の情報伝達機器
スクリーンボードスタンド
内田洋行　ISー6V

その他の情報伝達機器

02-02

金庫

その他の情報伝達機器

209,000

222,200その他の教育用器具
その他の教育用器具
収納時　33*44*97㎝

212,300

5.4

授業用
毎日（年間194日） 5.4

5.3

健康診断用
年間（1～2日）

5.4

その他の情報伝達機器
プロジェクタ
EPSON　EBー735FI

209,000

その他の医療衛生機器
その他の医療衛生機器
ガイドライン２０２０

非常時用AED 4.11 236,500

授業用
毎日（年間194日）

その他の情報伝達機器
プロジェクタ
EPSON　EBー735FI

プロジェクタ
EPSON　EBー735FI

管理用
毎日

授業用
毎日（年間194日）

授業用
毎日（年間194日）

プロジェクタ
EPSON　EBー735FI

授業用
毎日（年間194日）

274,670金庫
金庫
120EKR3

5.3

授業用
毎日（年間194日）その他の情報伝達機器 5.4

5.4

02-02 308,000

授業用
毎日（年間194日）

授業用
毎日（年間194日）

式典用校旗
（年間１～３日）

授業用
毎日（年間194日）

自動体外式除細動器
AED-3100

02-02

345,600

682,000

(令和７年10月31日現在)

区　　　　　　　分
品　　名　・　規　　格 利　用　状　況 購入年月 購入金額

その他の情報伝達機器

その他の情報伝達機器
オーディオ会議デバイス
Nureva　HDL300-W

授業用
毎日（年間194日） 5.4

プロジェクタ
EPSON　EBー735FI

その他の庁用器具

その他の収納保管庫

その他の医療衛生機器

管理用
毎日収納保管庫

30.7非常時用AED

5.4 308,000

308,000

02-02

その他の情報伝達機器

308,000

02-02 308,000

212,300

その他の情報伝達機器

2,530,000

682,000

プロジェクタ
EPSON　EBー735FI

授業用
毎日（年間194日） 5.4

授業用
毎日（年間194日）

480,700

6.6

2 02-02 その他の情報伝達機器
オーディオ会議デバイス
Nureva　HDL300-W

その他の情報伝達機器

Smart Infill

308,000

209,00019 02-02 その他の情報伝達機器
ディスプレイ
I0 DATA LCD-M4K551EQ

授業用
毎日（年間194日） 5.4

5.4

347,270

円
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□□□□ 

職   員   調  

                         (令和７年10月31日現在) 

 

ふじのくに中学校（磐田本校） 
整理

番号 
職 名 氏  名 事務分担 住 所 勤務年数 摘 要 

１ 校長 鈴木 仁之  □□□□ □□□□ □□□□ 

２ 教諭 桑原 めぐみ 数学 □□□□ □□□□ □□□□ 

３ 教諭 青木 正文 社会 □□□□ □□□□ □□□□ 

４ 教諭 前島 由佳 数学 □□□□ □□□□ □□□□ 

５ 教諭 竹村 知樹 国語 □□□□ □□□□ □□□□ 

６ 養護教諭 大津 多美子  □□□□ □□□□ □□□□ 

７ 主任 相羽 政孝  □□□□ □□□□ □□□□ 

               平均年数 □□□□  

 

ふじのくに中学校（三島教室） 
整理

番号 
職 名 氏  名 事務分担 住 所 勤務年数 摘 要 

１ 教頭 磯谷 容美  □□□□ □□□□ □□□□ 

２ 教諭 荒井 賢二 国語 □□□□ □□□□ □□□□ 

３ 教諭 野口 厚 理科 □□□□ □□□□ □□□□ 

４ 教諭 山下 哲司 国語 □□□□ □□□□ □□□□ 

５ 教諭 伊藤 剛 英語 □□□□ □□□□ □□□□ 

６ 教諭 細谷 昌充 数学 □□□□ □□□□ □□□□ 

７ 教諭 佐野 慎吾 英語 □□□□ □□□□ □□□□ 

８ 主任 石川 彩  □□□□ □□□□ □□□□ 

               平均年数 □□□□  
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 臨時・会計年度任用職員(磐田本校) 
整理

番号 職 名 氏  名 事務分担 住 所 勤務年数 摘 要 

１ 教諭（臨） 山田 実余治 国語 □□□□ □□□□ □□□□ 

２ 教諭（臨） 藤田 久美子 社会 □□□□ □□□□ □□□□ 

３ 教諭（臨） 大江 和泉 理科 □□□□ □□□□ □□□□ 

４ 非常勤講師 吉田 美保 音楽 □□□□ □□□□ □□□□ 

５ 非常勤講師 井浪 務 技術 □□□□ □□□□ □□□□ 

６ 非常勤講師 林 美佐子 家庭 □□□□ □□□□ □□□□ 

７ 非常勤講師 今水 志保 美術 □□□□ □□□□ □□□□ 

８ 非常勤講師 黒澤 ひろみ 英語 □□□□ □□□□ □□□□ 

９ 非常勤講師 松本 寿夫 保健体育 □□□□ □□□□ □□□□ 

10 

スクール・

サポート・

スタッフ 
鈴木 千鶴子  □□□□ □□□□ □□□□ 

11 学校医 北原 大文 内科 □□□□ □□□□ □□□□ 

12 学校医 青島 真一 眼科 □□□□ □□□□ □□□□ 

13 学校医 梅原 潤一 耳鼻科 □□□□ □□□□ □□□□ 

14 学校歯科医 鈴木 義仁  □□□□ □□□□ □□□□ 

15 学校薬剤師 袖岡 利市  □□□□ □□□□ □□□□ 

16 健康管理医 牧野 章  □□□□ □□□□ □□□□ 

      平均年数 □□□□  

 

 臨時・会計年度任用職員(三島教室) 

整理

番号 
職 名 氏  名 事務分担 住 所 勤務年数 摘 要 

１ 教諭（臨） 西島 敏博 数学 □□□□ □□□□ □□□□ 

２ 教諭（臨） 山田 元広 社会 □□□□ □□□□ □□□□ 

３ 養護教諭(臨) 清水 裕子  □□□□ □□□□ □□□□ 

４ 非常勤講師 西田 裕一 技術 □□□□ □□□□ □□□□ 

５ 非常勤講師 丹羽 菜々 美術 □□□□ □□□□ □□□□ 

６ 非常勤講師 渡邉 早葵 音楽 □□□□ □□□□ □□□□ 
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７ 非常勤講師 小松 信雅 保健体育 □□□□ □□□□ □□□□ 

８ 非常勤講師 淺川 和恵 家庭 □□□□ □□□□ □□□□ 

９ 
学校医・ 

健康管理医 
山口 晶久 内科 □□□□ □□□□ □□□□ 

10 学校医 永井 重夫 眼科 □□□□ □□□□ □□□□ 

11 学校医 内藤 陸奥男 耳鼻科 □□□□ □□□□ □□□□ 

12 学校歯科医 植松 賢治郎  □□□□ □□□□ □□□□ 

13 学校薬剤師 岩田 要一  □□□□ □□□□ □□□□ 

      平均年数 □□□□ 
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□□□□ 

 

【磐田本校】 

               職員の年齢調  

 

                            （令和７年４月１日現在） 

     年      齢     人  員       摘       要 

  ２０歳未満 ０人  

２０歳以上３０歳未満 ０人  

３０歳以上４０歳未満 ２人  

４０歳以上５０歳未満 １人  

５０歳以上５６歳未満 ３人  

５６歳以上６１歳未満 １人  

６１歳以上 ０人  

      計 ７人    平均年齢 ４６．２歳    

 

 

【三島教室】 

               職員の年齢調  

 

                            （令和７年４月１日現在） 

     年      齢     人  員       摘       要 

  ２０歳未満 ０人  

２０歳以上３０歳未満 ０人  

３０歳以上４０歳未満 １人  

４０歳以上５０歳未満 １人  

５０歳以上５６歳未満 ０人  

５６歳以上６１歳未満 ３人  

６１歳以上 ３人 再任用職員３名 

      計 ８人    平均年齢 ５５．５歳    
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□□□□ 

健康管理（磐田本校）  

１ 令和６年度受診状況 

区 分 内    容 
 

 (1) 未受診の理由 

受 診 状 況 
 受診者数     ９人 

 職 員 数     ９人 

受 診 率          100％ 

県平均受診率          100％ 

 

２ 令和７年度在籍者の健康管理区分結果 

健 康 管 理 区 分 人 数 
 

 (1) 管理区分Ａ～Ｃ２該当者 

  に対する措置状況 

 C1：平常勤務 

 

 

 

 

(2) 未区分の理由 

 ア 産休・育休   人 

 イ 新 規 採 用   人 

 ウ 自己都合による未受診   人 

 エ そ の 他 

   （    ）   人 

  

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 人 

Ｂ１ 
勤務時間を短縮し、時間外、休

日、宿日直勤務及び長期又は遠方

への出張をさける。また、必要に

応じ勤務場所、勤務内容の変更を

行う。 

要 治 療 人 

Ｂ２ 要経過観察 人 

Ｃ１ 
勤務をほぼ平常に行ってよいが症状

によっては、時間外、休日、宿日

直勤務及び長期又は遠方への出張

等勤務に制限を加える必要があ

る。 

要 治 療 （２）人 

Ｃ２ 要経過観察 人 

Ｄ１ 

平常の勤務でよい。 

要 治 療 （３）人 

Ｄ２ 要経過観察 （２）人 

Ｄ３ 医 療 不 要 （３）人 

区 分 者 計 （10）人 

未区分者数 人 

合    計 （10）人 
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□□□□ 

 

健康管理（三島教室）  

１ 令和６年度受診状況 

区 分 内    容 
 

 (1) 未受診の理由 

受 診 状 況 
 受診者数    ８ 人 

 職 員 数    ８ 人 

受 診 率         100％ 

県平均受診率         100％ 

 

２ 令和７年度在籍者の健康管理区分結果 

健 康 管 理 区 分 人 数 
 

 (1) 管理区分Ａ～Ｃ２該当者 

  に対する措置状況 

 

 

 

 

 

(2) 未区分の理由 

 ア 産休・育休   人 

 イ 新 規 採 用  ２人 

 ウ 自己都合による未受診   人 

 エ そ の 他 

   （    ）   人 

  

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 人 

Ｂ１ 
勤務時間を短縮し、時間外、休

日、宿日直勤務及び長期又は遠方

への出張をさける。また、必要に

応じ勤務場所、勤務内容の変更を

行う。 

要 治 療 人 

Ｂ２ 要経過観察 人 

Ｃ１ 
勤務をほぼ平常に行ってよいが症状

によっては、時間外、休日、宿日

直勤務及び長期又は遠方への出張

等勤務に制限を加える必要があ

る。 

要 治 療 人 

Ｃ２ 要経過観察 人 

Ｄ１ 

平常の勤務でよい。 

要 治 療 （５）人 

Ｄ２ 要経過観察 （１）人 

Ｄ３ 医 療 不 要 （３）人 

区 分 者 計 （９）人 

未区分者数 （２）人 

合    計 （１１）人 
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